
Ⅰ 流 動 資 産 ［ 17,945,032 ］ Ⅰ 流 動 負 債 ［ 7,699,309 ］

現 金 及 び 預 金 1,971,491 支 払 手 形 338,571

受 取 手 形 237,841 電 子 記 録 債 務 1,920,400

電 子 記 録 債 権 446,979 買 掛 金 1,390,231

売 掛 金 3,244,555 短 期 借 入 金 1,840,000

契 約 資 産 17,246 1年内返済予定の長期借入金 300,000

有 価 証 券 865 未 払 法 人 税 等 263,341

商 品 69,597 前 受 金 1,354,651

仕 掛 品 2,076,776 賞 与 引 当 金 60,545

原 材 料 33,295 そ の 他 231,567

前 渡 金 332,554

関 係 会 社 短 期 貸 付 金 9,365,000 Ⅱ 固 定 負 債 ［ 2,813,741 ］

そ の 他 150,157 長 期 借 入 金 2,700,000

貸 倒 引 当 金 △ 1,330 そ の 他 113,741

Ⅱ 固 定 資 産 ［ 2,717,393 ］

１ 有 形 固 定 資 産 ( 711,584 )

建 物 283,703 10,513,051

構 築 物 922

機 械 装 置 11,333

車 両 運 搬 具 0 Ⅰ 株 主 資 本 ［ 9,703,305 ］

工 具 器 具 備 品 13,054 １ 資 本 金 ( 669,700 )

土 地 402,570 ２ 資 本 剰 余 金 ( 695,975 )

２ 無 形 固 定 資 産 ( 8,738 ) (１) 資 本 準 備 金 695,975

ソ フ ト ウ ェ ア 6,442 ３ 利 益 剰 余 金 ( 9,108,096 )

そ の 他 2,295 (１) 利 益 準 備 金 39,500

３ 投 資 そ の 他 の 資 産 ( 1,997,070 ) (２) そ の 他 利 益 剰 余 金 9,068,596

投 資 有 価 証 券 1,110,888 別 途 積 立 金 5,020,000

関 係 会 社 株 式 463,386 繰 越 利 益 剰 余 金 4,048,596

長 期 貸 付 金 6,563 （ う ち 当 期 純 利 益 ） ( 634,652 )

前 払 年 金 費 用 40,195 ４ 自 己 株 式 ( △ 770,465 )

繰 延 税 金 資 産 61,020 Ⅱ 評 価 ・ 換 算 差 額 等 ［ 446,069 ］

そ の 他 321,058 １ その他有価証券評価差額金 ( 444,630 )

貸 倒 引 当 金 △ 6,041 ２ 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 ( 1,438 )

10,149,374

20,662,425 20,662,425

負 債 合 計

純 資 産 の 部

純 資 産 合 計

資 産 合 計 負 債 ・ 純 資 産 合 計

科 目 金 額 科 目 金 額

貸借対照表
2023年３月31日現在

（単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部



 

 

個 別 注 記 表 

 

重要な会計方針に係る事項に関する注記 

１. 資産の評価基準及び評価方法 

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法 

関係会社株式 

移動平均法による原価法によっております。 

その他有価証券で市場価格のない株式等以外のもの 

時価法によっております。（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原
価は移動平均法により算定しております。） 

その他有価証券で市場価格のない株式等 

移動平均法による原価法によっております。 

(2) デリバティブの評価基準及び評価方法 

時価法により評価しております。 

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

    商品、仕掛品：個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下 

              げの方法)により算定しております。 

    原材料：移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下による簿価切下げ 

         の方法)により算定しております。 

 

２. 固定資産の減価償却の方法 

(1) 有形固定資産(リース資産を除く) 

定率法によっております。但し1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除
く）並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額
法によっております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物            １４年～４７年 

機械及び装置       ５年～１２年 

(2) 無形固定資産(ソフトウエア） 

社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。 

(3) リース資産 

     所有権移転外ファイナンス・リースに係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとした定額法によっております。 
  



 

 

３. 引当金の計上基準 

（1）貸倒引当金 

 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸
倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額
を計上しております。 

（2）受注損失引当金 

 受注契約に係る将来損失に備えるため、当事業年度末における手持受注案件のう
ち、損失発生の可能性が高く、かつその金額を合理的に見積もることが可能な案件の
損失見積額を受注損失引当金として計上し、対応する仕掛品と相殺表示しておりま
す。 

（3）賞与引当金 

 従業員に対して支給する賞与の支出に備えるため、当事業年度末における支給見
込額に基づき計上しております。 

（4）退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資
産の見込額に基づき計上しております。なお、退職給付引当金の対象従業員が300名
未満であるため、簡便法によっております。 

 

４. 収益及び費用の計上基準 

当社の主な履行義務の内容及び収益を認識する通常の時点は以下のとおりでありま
す。 

産業用機械事業では、包装機械及び包装関連設備を製造・販売しております。顧客
による検収が完了した時点で、顧客が当該商品又は製品に対する支配を獲得して充
足されると判断し、収益を認識しております。一定の要件を満たす契約においては、一
定の期間にわたり履行義務が充足する取引であるため、履行義務の充足に係る進捗
度を見積り、当該履行義務の充足の進捗度に応じて収益を認識しております。なお、履
行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、主としてコストに基づくインプット法によ
っております。また、履行義務の充足に係る進捗度を合理的に見積もることができない
場合には、原価回収基準を適用しております。 

工業用ダイヤモンド事業では、主に人造ダイヤ、原石、パウダーの販売を行っており
ます。顧客に当該商品を引き渡す一時点で、顧客が当該商品又は製品に対する支配
を獲得して充足されると判断し、収益を認識しております。 

なお、両事業において収益認識に関する会計基準の適用指針98項の要件を満たす
ものについては、出荷時に収益を認識しております。 

また、収益は、顧客との契約による取引価格に基づき認識しており、取引の対価は履
行義務の充足から１年以内に受け取るため、重大な金融要素は含んでおりません。 

 

５. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

    ヘッジ会計の方法 

 繰延ヘッジ処理によっております。また、為替変動リスクのヘッジについて振当処理
の要件を充たしている場合には、振当処理を採用しております。 

  



 

 

会計方針の変更 

時価の算定に関する会計基準等の適用 

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月

17日。以下「時価算定会計基準適用指針」という。）を当事業年度の期首から適用し、時価算

定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用

指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしました。これによる、計

算書類への影響はありません。 

 

貸借対照表に関する注記 

１. 担保に供している資産及び担保に係る債務 

(1) 担保に供している資産 

投資有価証券 888,152千円 

土   地 397,093千円

建   物 275,876千円

その他 223,935千円

  計 1,785,057千円

 (2) 担保に係る債務 

短期借入金 1,500,000千円 

１年内返済予定の長期借入金  300,000千円 

長期借入金 2,700,000千円 

  計 4,500,000千円 

 
※公開買付けにより発生していた株式会社エムズ（親会社）の借入金を銀行に返済す
るため、当社が新たに銀行から借入を行った上で、同社へ貸付を行っております。
当該銀行からの借入にあたり、上記資産を担保に差し入れております。また、借入
費用としてアレンジメントフィー121,108千円が発生しておりますが、親会社の公開
買付け資金の返済に関連し発生した借入金に係るものであるため、特別損失に計上
しております。 

 

２. 棚卸資産及び受注損失引当金の表示 

損失が見込まれる受注契約に係る仕掛品は、これに対応する受注損失引当金を相殺表
示しております。 

相殺表示した仕掛品に対応する受注損失引当金の額  18,738千円 

 

３. 有形固定資産の減価償却累計額       884,089千円 

 



 

 

４. 有形固定資産の減損損失累計額        16,322千円 

 

５. 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

     短期金銭債権                109,545千円 

       短期金銭債務                  667,236千円 

 

損益計算書に関する注記 

  関係会社との取引高 

         営業取引による取引高 

売 上 高 100千円

仕 入 高 792,564千円

         営業取引以外の取引による取引高 

営業外収益 69,224千円

営業外費用 1,443千円

 

株主資本等変動計算書に関する注記 

当事業年度末における発行済株式の種類及び総数 

           普通株式      7,620,320株 

当事業年度末における自己株式の種類及び株式数 

            普通株式      1,168,992株 

 

配当に関する事項 

(1) 配当金支払額等 
 

決  議 株式の種類 
配当金の 

総額(千円) 

1株当たり 

配当額(円) 
基 準 日 効 力 発 生 日 

2022年5月20日 
取 締 役 会 

普通株式 161,294    25.00 2022年３月31日 2022年６月15日 

 
(2)基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの 

 該当ありません 

 
 
 
 
 



 

 

金融商品に関する注記 

１.金融商品の状況に関する事項 

(1)金融商品に対する取組方針 

当社は、資金運用については、有価証券運用規程等に基づき、安全性の確保を重

視して運用しております。資金調達については、銀行借入による方針でありま

す。また、デリバティブは、為替変動リスクを回避するため為替予約取引等を活

用しており、投機的な取引は行いません。 

(2)金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制 

営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権、並びに仕入先への前渡金

は、顧客や仕入先の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、当

社の与信限度管理規程に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行い、一部

は前受金を収受するとともに、主な取引先の信用状況については、調査機関の調

査報告等により、随時把握するよう努めております。 

有価証券及び投資有価証券は、その他の有価証券である株式及び債券であり、市

場価格の変動リスクに晒されていますが、日常的に市場価格の変動を把握してお

り、必要に応じてタイムリーに社内報告を実施しております。 

営業債務である支払手形及び買掛金、並びに電子記録債務は、その殆どが６ケ月

以内の支払期日であります。営業債務は、流動性リスクに晒されていますが、当

社では、各社が月次で資金繰り計画を作成し、随時見直しを行いながら全体とし

ての資金管理を行っております。 

また、一部外貨建てのものについては、為替の変動リスクに晒されております

が、原則として為替予約を利用してヘッジしております。 

為替予約等のデリバティブ取引の執行・管理につきましては、取引権限を定めた

社内規程に従って行っており、また、デリバティブの利用にあたりましては、信

用リスクを軽減するために、高格付の金融機関に限定しているため、信用リスク

はほとんどないものと認識しております。借入金は親会社の借入金（公開買付け

資金）の返済資金を貸付けるために調達したものです。変動金利であるため、金

利変動リスクに晒されております。変動金利による借入金については定期的に金

利の動向を把握することによって管理しております。 

(3)金融商品の時価等に関する事項についての補足説明 

金融商品の時価の算定においては、変動要因を織り込んでいるため、異なる前提

条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

２.金融商品の時価等に関する事項 

2023年３月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、

次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等は、次表には含まれておりま

せん。 

 

 
貸借対照表計上額(千円) 時価(千円) 差額(千円) 

① 有価証券及び投資有価証券 

② 長期借入金 

（1年内返済予定を含む） 

③ デリバディブ 

1,111,753 

3,000,000 

 

2,072 

1,111,753 

3,000,000 

 

2,072 

－ 

－ 

 

－ 

 

(注)１. 「現金及び預金」、「受取手形及び売掛金」、「電子記録債権」、「前渡

金」、「関係会社短期貸付金」、「支払手形及び買掛金」、「電子記録債

務」、「短期借入金」、「未払法人税等」、「前受金」 

これらは現金であること、及び短期間で決済されるものであるため、時価

は帳簿価額と近似していることから、記載を省略しております。なお、一部

の外貨建買掛金は、為替予約の振当処理の対象とされており、ヘッジ対象と

される買掛金と一体として処理しているため、買掛金の時価に含めて記載を

省略しております。 

長期借入金の時価は、変動金利であり、短期間で市場金利を反映し、 

また、当社の信用状態は実行後大きく異なっていないことから、時価は帳 
簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。 

 

 

２. 市場価格のない株式等 

 

区 分 貸借対照表計上額(千円) 

非上場株式 0 

これらについては、市場価格がなく、「①有価証券及び投資有価証券」には含

めておりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

税効果会計に関する注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

      繰延税金資産 

棚卸資産 184,070千円

会員権 17,828千円

貸倒引当金 2,254千円

賞与引当金  18,514千円

その他 79,882千円

     計 302,550千円

評価性引当額 △30,169千円

繰延税金資産計 272,381千円

繰延税金負債  

その他有価証券評価差額金 △195,862千円

その他 △15,497千円

繰延税金負債計 △211,360千円

繰延税金資産の純額 61,020千円

 

関連当事者との取引に関する注記 

１.親会社 

 

種類 
会社等の 

名称 

当社が有す

る関連当事

者の議決権

の数の割合 

（％） 

関連当事

者が有す

る 当 社 の

議決権の

数の割合 

（％） 

関連当事者 

との関係 

取引の 

内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

（千円） 

親会社 
株式会社 

エムズ 

 

－ 100.0 

資金の貸付 
資金の 

貸付 
9,365,000 短期貸付金 9,365,000 

役員の兼任 利息の 

受取 
52,344 

その他 

流動資産 
52,344 

(注) 貸付金の利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。 

 

 

 

 



 

 

２.子会社 

 

種類 
会社等の 

名称 

当社が有す

る関連当事

者の議決権

の数の割合 

（％） 

関連当事

者が有す

る 当 社 の

議決権の

数の割合 

（％） 

関連当事者 

との関係 

取引の 

内容 

取引金額 

（千円） 
科目 

期末残高 

（千円） 

子会社 
株式会社 

ウイスト 
57.0 － 

製品の仕入 

役員の兼任 

製品の 

仕入 
770,510 

買掛金 

電子記録債務 

176,105 

148,886 

〃 
日伊包装 

株式会社 
100.0 － 

資金の借入 

 

役員の兼任 

資金の 

借入 
340,000 短期借入金 340,000 

利息の 

支払 
506 

その他 

流動負債 506 

(注) １.株式会社ウイストとの価格その他の取引条件は、市場実勢を参考に決定しておりま

す。 

   2.日伊包装株式会社の借入金の利率については、市場金利を勘案して合理的に決定

しております。 

 

１株当たり情報に関する注記 

１株当たり純資産額       1,573円22銭 

１株当たり当期純利益      98円37銭 

 

重要な後発事象に関する注記 

親会社の吸収合併 
  当社は2023年４月１日を効力発生日として、完全親会社である株式会社エムズを吸収合併

いたしました。 
（1） 企業結合の概要 

① 結合当時企業の名称及び事業の内容 
結合当時企業の名称 株式会社エムズ 
事業の内容 株式会社ミューチュアル株式等を所有すること （株式会社エムズが所
有する当社株式は645万1,328株、11,996,290千円） 

② 企業結合日 
2023年４月１日 

③ 企業結合の法的形式 
当社を吸収合併存続会社、完全親会社である株式会社エムズを吸収合併消滅会
社とする吸収合併であります。 

④ 結合後企業の名称 
株式会社ミューチュアル 
 
 
 



 

 

⑤ その他取引の概要に関する事項 
存続会社を当社としましたのは、事業会社である当社の各種許認可等を継続させ
ることなど事業活動に関する様々な影響を最小限にするためであります。 

（2） 実施する会計処理の概要 
 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号2019年1月16日）及び
「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計
基準適用指針第10号2019年1月16日）に基づき、同適用指針210項において定
められる共通支配下の取引（子会社が親会社を吸収合併する場合の会計処
理）として処理しております。 
 
 

その他の注記 

 貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表の記載金額は、表示単

位未満の端数を切り捨てて表示しております。 


